
高圧力型
システム型式
タイプ
タンク容量
貯湯ユニット
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ヒートポンプユニット

SKP-3710KMH

370L
SK-3710KMH
SP-456A

SKP-4610KMH

460L
SK-4610KMH
SP-607A

給湯専用

家庭用自然冷媒（CO2）ヒートポンプ給湯機
３７０Ｌ・４６０Ｌ給湯専用タイプ

PKMHKB-1802

上部固定金具
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3.据付工事
3-1 据付場所の選定

3-2 据付場所の制約
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3-3 ヒートポンプユニットの据付

3-4 貯湯ユニットの据付

上部固定方法
上部固定金具

上部固定金具

上部固定金具

4.配管工事

4-1 本体配管・ヒートポンプ配管工事



4-2 特殊配管工事



●電気工事は「電気設備に関する技術基準」および「内線規程」に従って、必ず指定工事業者が行なってください。
●配線用しゃ断器（ブレーカー）および電線（ケーブル）の太さは内線規程（下図参照）に定められたものを使用してください。
●試運転は必ずタンクを満水にしてから行なってください。
●給湯機の電源の供給は専用回路を設置してください。

4-3 保温工事

階下給湯（給湯機本体設置面より低い場所への給湯）はできません。

特殊配管

給湯機の給湯配管に給湯ポンプを接続しての給湯はできません。
給湯機本体設置面より低い場所へ給水配管がつながっている場合にも、給水側の断水や工事等で負圧になる
ことがあります。
この場合給水配管に、負圧作動弁等をご使用ください。

4-4 凍結防止工事

5.電気工事

5-1 引込配線工事

5-2 貯湯ユニットへの配線工事





システム型式
ヒートポンプユニット

中間期標準加熱能力（kW）
質量（kg）

SKP-3710KMH
SP-456A
4.5
48

SKP-4610KMH
SP-607A
6.0
50

システム型式
貯湯ユニット
タンク容量（L）

本　体
満水時
A

質　量
（kg）
寸法（mm）

SKP-3710KMH
SK-3710KMH
370
64
434
1,860

SKP-4610KMH
SK-4610KMH
460
74
534
2,200

640

6

70
5 70
5

48
5

28

67.5 67.5

46

56
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HPストレーナHPストレーナ

ふた

ふた

ヒートポンプ
配管口A

ふた取付面より入り
込んでいることを
確認してください

〈ストレーナ挿入部の断面図〉

ヒートポンプ
配管口A

B側
水抜き栓

熱交水抜き栓A側水抜き栓

（B）

（A）
開く 閉じる

栓の開閉方向

６. 漏電しゃ断器の電源レバーを「ＯＮ」にして、動作を確認する
●漏電しゃ断器のテストボタンを押してください。「ＯＮ」になっていた電源レバーがＯＦＦ」になれば正常です。

５. 200Ｖ配線用しゃ断器を「ＯＮ」にする

７. チェックリストにて試運転前の確認作業を行なう

7.チェックリスト

8.試運転の前に

9.試運転
8



熱交水抜き栓A側水抜き栓

ヒートポンプ
配管口B（出口）

ヒートポンプ
配管口A（入口）

空気抜き栓

B側水抜き栓

メンテナンスカバー

開く 閉じる

栓の開閉方向

１０．夜間時間帯を変更する。
お客さまがご契約されている電力会社の電気料金メニューにあう夜間時間帯に変更してください。
お買い上げ時の設定
　開始時刻：23:00
　終了時刻： 7:00

【設定方法】

【お願い】
●電気料金メニューについてはお客さまがご契約されている電力
　会社にお問い合わせください。

【お知らせ】
●開始時刻・終了時刻は１時間単位での設定です。
●終了時刻は開始時刻から１２時間を超えて設定できません。
●夜間時間変更中に「設定」を押すと、設定変更せずに元の画面に
　戻ります。
●夜間時間帯変更中に６０秒以上ボタン操作がされないときは、
　設定変更せずに元の画面に戻ります。
●変更した時刻がお客さまがご契約されている電気料金メニュー
　と合っていないと、電気料金が割高になる場合があります。
●変更した開始時刻と終了時刻の時間差が小さいと、全量沸き上
　がらない場合があります。

設定

確定

湯沸 沸増

確定

湯沸 沸増

2

1
でメニュー番号を６に合わせ、

3

を押す

で開始時刻を選択し、

を押す

通常時の表示のときに

確定

湯沸 沸増4 で終了時刻を選択し、

を押す

を押す

T
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